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深海アルゴフロートの全球展開による気候・生態系変動予測の高精度化
Global deployment of Deep Argo floats toward accurate prediction of future climate and
ecosystem changes
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近年の地球温暖化の進行に伴って、海洋中の貧酸素化、酸性化の問題が進行している。さらには、地球温暖化
の影響が、すでに深層海洋にも現れているという可能性も否定できず、もし、それが事実だとすれば、長期的
かつ不可逆的な地球環境変動／海洋環境変動に繋がっていく可能性もある。深層海洋循環が弱化すると４℃を
超える温度変化がグローバルにもたらされるとともに、20％にも及ぶグローバルな海洋生物生産の減少がもた
らされるという最近の数値シミュレーションの結果もある。長期にわたる不可逆的な地球環境変動／海洋環境
変動に繋がる可能性が強いにもかかわらず、依然、未解明のまま残されている深層海洋の実態を把握すること
は、今後の地球環境変化予測そして海洋生態系の応答を予想する上で、必要不可欠な課題である。 
  
今回、日本海洋学会が中心となり、水産・海洋科学研究連絡協議会関連学協会16学会、日本古生物学会と共同
で提出する本研究計画は、上述した観点から、過去および将来の気候変動／地球環境変動を数値モデルで再現
する上でボトルネックとなっている深海の実態解明を図る。具体的には、深層における循環を解明する上で最
も不確定性の強い深海乱流強度の把握を目的に、現在、南大洋で10数台稼働している深海アルゴフロート（到
達深度:約4000メートル）“Deep NINJA”の温度・塩分センサーに加え、新たに乱流センサーを装着し、約
1000台を世界展開することで、表層から底層に至るまでの温度／塩分、および、深海乱流の強度分布の観測を
行う。さらに、これらの測定データを我が国が誇る超高速計算機の使用を前提とした大気海洋結合モデルに組
み込むことで古気候の再現、気候変動の将来予測を画期的に高精度化していく。特に、古気候の下で再現され
た海洋環境変動に対する生物の応答に関しては、海底コア化石試料のデータなど、古生物学的なデータから情
報を取得できるので、この情報を将来の気候変動予測／海洋環境予測の情報とあわせることで、食糧問題と密
接に関係する将来の海洋生産／生物資源のアセスメントを従来とは比較にならない程の高精度で実行していく
予定である。
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